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科学は客観的であるべきであるという基調の下、統計学における主観性と客観

性について近年議論が盛んである。頻度主義者からのベイズ主義に対する最大

の批判は事前分布の主観性であり、主観ベイズ主義は、調和客観性（concordant 

objectivity）、価値中立客観性（Value-free objectivity）、および手続き客観性

（Procedural objectivity）を満たしていないと批判されている。ベイズ主義と頻度

主義の認識論的論争は、統計学における客観性の議論と深く係わっており、その

中から客観ベイズ主義が生まれた。すべての臨床試験は文脈依存的であるため、

調和客観性を満たすことは困難であるが、主観的事前確率を排除し、透明性、観

察可能な現実との対応、無感情客観性を満たせば、ベイズ流推論は利用可能であ

る。規制科学における統計学の役割は、第 I 種の過誤確率の制御を砦としてほぼ

確立されているため、ベイズ流と頻度流の歩み寄りが必要である（ただし、それ

によってベイズ流の強みは一部失われるかもしれない）。本発表では、認識論、

頻度主義とベイズ主義、統計学における客観性、臨床試験におけるベイズ流と頻

度流の歩み寄り（事前事後解析）などについて議論する。 
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